
ダブルスの試合に勝つ打ち方

打ち方 呼び方 テイクバック 足の動き 狙う位置

サーブ ステイ サービスライン

スマッシュ 踏み込む ベースライン

ストローク ベースライン

ドライブボレー サービスライン

ドライブロブ ステイ ベースライン

アプローチ サービスライン

スライスボレー サービスライン

スライスロブ する ステイ ベースライン

（重要）ボールが低い場合に上半身を前屈みにして打つ人がいますが、

これではラケットの真ん中に当たりません。上半身の軸を動かさないで

打つことが重要です。ボールが低い場合は膝を折り曲げて、腰を低くして

打ちます。踏み込みながら打てば、真ん中に当たらなくても前に飛びます。

（ダブルス）ダブルスでは相手前衛にポーチされる確率が高いので、

前衛が前に詰め過ぎている場合はドライブロブが有効です。ドライブ

ロブは高速で前衛の頭の上を通過し。ベースラインの手前でストンと

落ちるので、ノータッチエースになる場合もあります。

（上級）上級者はテイクバックの方向でボールが飛んで来る方向が読める

ので、テイクバックをするスマッシュよりもテイクバックをしないスライス

ボレーの方が決まる確率が上がります。足元を狙えと良く言われますが、

上級者には取られてしまいます。ラケットを持っている方の肩に来るボール

は取れないので、アウトする確率を下げて肩の少し下を狙います。

（練習）テニスは二人以上いないと出来ないと思っている方は間違いです。

サーブは一人で練習できます。平日の公営コートを安く借りて、２時間

ミッチリ練習すれば、試合に勝てるサーブが打てるようになります。

試合に勝てるサーブとは、ファーストサーブが７０％以上入り、サービス

ラインぎりぎりに入るサーブです。サービスエースを取る必要は全く

ありません。ダブルスではパートナーの前衛がボレーで決めてくれます。

しかし、ダブルフォールトは以ての外です。自滅するだけです。

踏み込む
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ラケットの進歩：真ん中に当たらなくても同じ方向に飛んで行く。

私はヨネックスのVCORE（捩じれない）を使っています。

ラケットの真ん中に当たらなくても、当たってから体で押せば打ちたい方向へ

飛んで行きます。スマッシュを打たれても、ラケットに当てて一歩踏み込めば

前に飛んで行きます。



ガットの進歩：スピンを掛けても縦糸が横にずれない。

私はバボラーのプロハリケーンツアー（断面八角形）を使っています。

思いっきりドライブを掛けても、縦糸が全くずれないので、試合中に元に戻す

必要がなく、ガットも切れません。以前は２ヶ月で切れていましたが、これは

１０ヶ月切れません。ガットが切れる原因は縦糸が横にずれることにより、

摩擦で削られて行き、断面積が半分くらいになって切れます。


